
YURIKAGO 会員利用契約書	
 

	
 

合同会社セラピストプロデュース	
 （以下、「甲」という。）と＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 （以下、「乙」という。）	
 

は、開運シェアサロン YURIKAGO（以下、「本スペース」という）の会員利用に関し、次の通り契約する。	
 

	
 

第１条	
 甲は乙に対し、本スペース（所在：東京都中央区日本橋蠣殻町１丁目１８番地１号（建物名	
 古川ビル３階）

を利用させ、乙はこれを利用する。	
 

	
 

第２条	
 乙は、別紙 YURIKAGO 利用規定を遵守して、本スペースを利用する。	
 

	
 

第３条	
 乙は、甲に対して、会費として、スタートアップ会員月額 5,980 円またはスーパースタートアップ会員月額

19,800 円を、毎月 27 日限り、甲指定の支払い方法にて支払う。	
 

２	
 乙は、本契約締結と同時に、甲に対し、会費２ヶ月分を振り込み送金または現金にて支払う。	
 

	
 

第４条	
 契約期間は、西暦	
 	
 	
 年	
 	
 月	
 	
 日から西暦	
 	
 年	
 	
 月	
 	
 日までの３ヶ月間とし、期間満了の１か	
 

月前迄に甲乙いずれかの通知がない限り、１ヶ月毎に自動延長するものとする。	
 

	
 

第５条	
 乙は、下記の行為をしてはならない。	
 

①	
 本会員権を譲渡もしくは本会員権を第三者に転貸し、または第三者の使用に供すること。	
 

②	
 本スペースにおいて、政治、宗教活動を行うこと。	
 

③	
 本スペースにおいて、アダルト、出会い系、性風俗関連の事業、情報商材の販売に係る事業や、それらに関

わる事業を行うこと。	
 

④	
 暴力行為その他公序良俗に反する団体、組織の構成員、同調者等を本スペースに出入りさせること。 

 

第６条	
 乙は、スーパースタートアップコースを選択した場合において、本スペース住所を登記で利用した場合、速

やかに当社に登記簿謄本または履歴事項証明書の原本を提出するものとする。 

	
 ２	
 乙は前項の登記を行っている場合は、本契約終了時までに登記を移転しなければならず、移転の事実を証する

ため移転登記後の登記簿謄本または履歴事項証明書を提出するものとする。 

３	
 乙は、前項において、利用期間の終了または解約日までに登記の移転を証する書面の提出がない場合提出され

るまで引き続き利用料金が発生するものとする。 

 

第７条	
 郵便物の受け取りは１ヶ月 100通を上限とし、100通を超える場合は郵便転送サービス（本スペースに送付

された乙宛の郵便を乙の指定した住所に月１回の頻度で転送するサービスをいう）の提供を停止する。 

	
 

第８条	
 甲は、乙に次の各号の一に該当する事由が発生したときは、何らの催告なしに、本契約を解除することが	
 

できる。	
 

①会費の支払いを１ヶ月以上怠ったとき	
 

②別紙 YURIKAGO 利用規定に違反し、本契約における甲乙間の信頼関係が破壊されると認められるに至ったとき	
 



③危険、不衛生、騒音その他近隣の迷惑となる行為があったとき	
 

④入会申込書に虚偽の事項を記載して本スペースを利用したとき	
 

⑤相手方の信用、名誉または相互の信頼関係を傷つける行為をしたとき	
 

⑥破産手続開始、民事再生手続開始、会社更生手続開始、その他倒産手続開始の申立があったとき	
 

⑦差押え、仮差押え、仮処分、競売の申立、租税滞納処分その他これに準ずる手続があったとき	
 

⑧支払停止もしくは支払不能に陥ったとき、または、手形または小切手が不渡りとなり、手形交換所より	
 

銀行取引停止処分を受けたとき	
 

⑨合併、解散、清算、事業の全部もしくはその他重要な事業の一部を第三者へ譲渡し、またはしようと	
 

したとき	
 

⑩その他本契約の条項に違反し、当事者間の信用を著しく害したとき	
 

	
 	
 ２	
 前項による解除がなされた場合、甲は、乙から受領済みの会費の返還を行う義務を負わない。	
 

	
 

第９条	
 本契約が終了したときは、乙は直ちに住所利用（乙の名刺、案内メール、ブログ、ホームページ等において、

乙の連絡先として本スペースの住所を記載することをいう）を停止するものとする。	
 

	
 

第１０条	
 甲及び乙は、自己又は自己の役員が、暴力団、暴力団関係企業、総会屋もしくはこれらに準ずる者又はそ

の構成員（以下これらを「反社会的勢力」という。）に該当しないこと、及び次の各号のいずれにも該当しな

いことを表明し、かつ将来にわたっても該当しないことを相互に確約する。	
 

	
 	
 	
 	
 ①	
 反社会的勢力に自己の名義を利用させること	
 

	
 	
 	
 	
 ②	
 反社会的勢力が経営に実質的に支配していると認められる関係を有すること	
 

	
 	
 ２	
 甲又は乙は、前項の一つにでも違反することが判明したときは、何らの催告を要せず、本契約を解除するこ

とができる。	
 

	
 	
 ３	
 本条の規定により本契約が解除された場合には、解除された者は、解除により生じた損害について、その相

手方に対し一切の請求を行わない。	
 

	
 

第１１条	
 本契約に定めのない事項が生じたとき、又はこの契約条件の各条項の解釈につき疑義が生じたときは、甲

乙誠意をもって協議の上解決するものとする。	
 

	
 

	
 以上、本契約成立の証として、本書を二通作成し、甲乙署名押印のうえ、それぞれ１通を保管する。	
 

	
 	
 	
 	
 

	
 西暦	
 	
 	
 年	
 	
 月	
 	
 日	
 

	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 運営（甲）	
 	
 住所	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 氏名	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 印	
 

	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 会員（乙）	
 	
 住所	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 氏名	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 印	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 


